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　「大気・海洋間の相互作用」　　近年流行（？）の

テーマのひとつである．この大問題は昔からあった．

大気は地球表面の約70％を占める海洋に接している．

海面を通じて，大気と海洋とは互いに大きな影響を及

ぼしあっていることは明らかであるが，ただ，それが

あまりにも大きく，且つ，複雑であるために，究明す

ることが極めて困難で，現在に至っている．近年，新

しい観測の手段や計算機の発達によって，この大問題

へのアプローチが各国において意欲的に試みられてお

り，今や流行テーマのひとつであるようにみえる．

　大気・海洋間相互の影響の大問題はしばらく措くと

しても，気象学と海洋学とは，それそれ独立・無関係

の学問ではない．気象学における諸概念と，海洋学に

おけるそれらとの間には，共通したものが極めて多

い．両者の発達過程をみても，気象学の方から海洋学

に導入されたもの，またその逆の場合，がいくつもみ

られる．大気も海洋も，同じく流体であるからには，

共通した現象があり，共通の概念でとりあつかえるこ

とが多いのは当然であろう．

　本書は，大気と海洋，気象と海象とをひとつに結び

つけた立場から，一貫した表現で記述してある．講義

ノートを基礎に，年々の新しい文献からの知見をも加

えて，特色ある表現で本書をまとめられた著者の労苦

を多としたい．かつて定点観測船の気象長として，太

平洋上の海洋気象をつぶさに観察，体験された著者の

考え方がしみじみと紙背に感じられるのは，当時，船

こそちがえ同僚として，洋上で同じ体験をしたからで

あろうか？

　気象学も海洋学も，自然科学の他の分野にくらべる

と，まだまだ若い学問である．対象が大自然であり，

これは極めて複雑であるから，学問とLての進歩が緩

漫なのもしかたがない．しかし，r気象学と海洋学は

これからも，長い間，活気にあふれた，若々しい学問

であり続けるに違いない．」と，著者は本書のはしが

ぎのなかで述べているが，全く同感である．つまり，

いくらでも，やり甲斐のある学問ではないか？　本書

が多くの人々に読まれることを，そして気象学・海洋

学が更に先へ発展してゆくことを望んでやまない．
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